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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，米国の哲学者・教育学者であるデューイ（J. Dewey）が設立・運営に携わったシ

カゴ大学附属実験小学校（1896～1904 年）（通称「デューイ実験学校」）の学校経営と教師の力
量形成過程に焦点を当てた研究である。その主たる成果は以下の通り。 

（１）実験学校は前期（1896～98 年）において支柱となるカリキュラムを構成し，後期(1898
－1904 年)においてはそれを基礎としながら，子どもの状況に対応した柔軟な形でカリキュラ
ムをデザインしてきた。 

（２）そうした過程で，ヤング（E. F. Young）との関わりを通して，実験学校では共同を通
した自由を基底とする専門職としての教師像と，知性と共に「共感」を備えた「共感的教師」
の存在が重要視されていた可能性がある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to make clear the process of school management and 
building teachers’ capacity at the Dewey’s Laboratory School in which J. Dewey had 
involved. The major findings are as follows; 
(1) The curriculum which had been constructed as the basis during 1896-98 was 

designed flexibly according to the children’s situation at the Dewey’s Laboratory 
School during 1898-1904. 

(2) In this process, through Mrs. E. F. Young’s involvement, the emphasis had been on 
the image of teacher as professional with freedom and collaboration, and of 
“sympathetic teacher” with intelligence and “sympathy” at the Dewey School. 
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１．研究開始当初の背景 

デューイ実験学校に関する研究動向は，近
年，同校に関する新たな一次資料を用いた手
法により転換点を迎えていた。 

しかし，従来の先行諸研究では，実験学校
の教師間の協同関係（同僚性）と，その教師
たちと関係者（保護者やシカゴ大学の教員，
院生など）との連携の実態が，学校経営とい
う広範な観点からとらえられず，その結果，
それを通して達成された教師の力量の内実
とその形成の具体的過程が解明されてこな
かった。こうした問題は，実験学校の運営に
参 画 し て い た ヤ ン グ （ E. F. Young, 
1845-1918）を分析の射程に含めていないこ
とに起因すると考えられた。 

そのため，ヤングの諸活動や諸著作と，こ
れまで以上に多様な実験学校に関する一
次・二次資料とを付き合わせる形で，同校の
学校経営とそれを通して達成された教師の
力量形成の実相に迫ることが何よりも必要
であると研究代表者は確信するに至った。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，当時の米国の時代的・歴
史的背景を踏まえながら，(1)デューイやヤ
ング，実験学校の教師，関係者（大学院生，
保護者など）の諸活動に着目し，教師間及び
教師と関係者たちの間に築かれた協同と連
携の関係の実相と，その中で発揮されたリー
ダーシップの内実といった，デューイ実験学
校の学校経営の具体的スタイルを解明し，
(2) そうした協同的・組織的な運営を通して
達成された，専門職としての教師の力量に関
する具体的内容と，その形成過程の実際をと
らえることだった。 

 
３．研究の方法 

デューイ実験学校と直接的及び間接的に
関わる諸文献（実験学校やデューイ，ヤング，
米国初等教育に関する教育内容・方法関連図
書など）や当時の授業実践記録を中心とする
一次・二次資料を詳細に吟味することが中心
的な作業だった。 

ここでいう実践記録とは，実験学校の教師
たちが毎週の会合で報告した実践を記録し
たものであり，『実験学校活動報告』
（Laboratory School Work Report）と呼ば
れる。本資料はシカゴ大学レイゲンシュタイ
ン図書館に保管されており，この図書館に研
究代表者が直接訪問することで入手した。 

 
４．研究成果 

まず，2008年度の中心的な活動は，(1)デュ

ーイ実験学校と直接的及び間接的に関わる文
献の収集や，デューイ実験学校の授業実践記
録（『実験学校活動報告』）を中心とした一次
資料を収集すること，(2) これらの収集した
資料を分析・調査し，その成果を学会等で発
表すること，であった。具体的な作業は以下
の通りである。 
(1)：国内で入手可能なデューイ実験学校及

びデューイやヤングに関する史資料や文献，
また当時の時代的・歴史的背景を知るために
米国初等教育に関する教育内容・方法及び学
校経営と教師分野の関連図書を収集した。次
に，『実験学校活動報告』を含んだ一次資料の
選定作業を行い，シカゴ大学・レイゲンシュ
タイン図書館の特別コレクションを訪問し，
1899年度（1899年10月～1900年6月）と1900
年度（1900年10月～1901年6月）の『実験学校
活動報告』の内容を入手した。 
(2)：デューイ実験学校の学校経営のスタイ

ルを，カリキュラム・デザインに焦点を当て
てその一端を分析し明らかにした（『愛知江
南短期大学紀要』）。また，これと関連して
，デューイ自身の教育思想における「教える
(teaching)」・「教授(instruction)」の営み
の本質的側面を吟味した（『地域協働研究所
年報：地域協働』）。 
これらの作業の結果，①前期(1896－98年)

において，デューイ実験学校は支柱となるカ
リキュラムをデザインし，後期(1898－1904
年)においてはそれを基礎としながら，子ども
の状況に対応した柔軟な形でカリキュラムを
デザインしてきたこと，②「指導・方向付け
（direction）」が共同体的な活動に参加し生
活することで効果的に為されること，そして
，「学ぶ」－「教える」関係を「無意識的」な
レベルでとらえるならば，すべての教育は「
教え」を媒介として営まれるとデューイ自身
が考えていたこと，を明らかにすることがで
きた。 
なお，上記の活動と関連した活動としては，

カリキュラム・リーダーシップのモデル開発
に関する内容を日本カリキュラム学会にて
報告(口頭発表)したことなどが挙げられる。
ここでは，我が国のカリキュラム・リーダー
シップ実践の特徴と課題を検討し，①実践的
リーダーが果たす役割は大きいが，その資格
や力量形成の機会が整備されているとは言
い難いこと，②診断的評価，カルテ，ポート
フォリオなどを用いて，教師たちが子どもの
意志をくみ取り，カリキュラムの開発と運用
に生かしていること，③カリキュラムに関す
る理論やモデルを教師たちが実践を通して
獲得していること，を明らかにした。 



次に，2009 年度の中心的な活動は，(1)2008
年度に引き続き，実験学校に直接的及び間接
的に関連する文献や史資料を収集すること，
(2)それらの史資料を用いながら，平成 20 年
度より行ってきた研究活動を総括的に整
理・検討し，その得た成果を学会発表や論文
で発表すること，だった。具体的な作業は以
下の通りである。 

(1)：デューイ及びデューイ実験学校だけ
でなく，デューイ及び実験学校と密接に関わ
ったヤングに関する文献や資料，さらには，
教師論，学校経営に関する著作・論文を収集
した。また，今日的な課題も視野に入れるた
めに，教育学やその諸領域（哲学や社会学な
ど）に関する文献も入手し，重層的・横断的
アプローチの導入も図った。 

(2)：ヤングの教師論を分析し，デューイ
実験学校における教師の力量観と学校運営
との接点を探った。その成果を関西教育学会
にて報告（口頭発表）し，論文としてまとめ
た（『関西教育学会年報』2010 年 6 月公刊予
定）。 

これらの作業の結果，ヤングは教員及び教

員を監督する立場の経験を通して，共同を通

した自由を基底とする専門職としての教師

像を唱え，実践の場面では，知性と共に「共

感」を備えた「共感的教師」の存在の重要性

を説いていたことを明らかにすることがで

きた。 
なお，上記と関連する形で，以下の３つの

活動があげられる。それは，①今日における
カリキュラム・リーダーシップに関する研究
成果を国内外の学会（日本カリキュラム学会，
IAACS）で発表したこと，②教師に求められ
る資質・力量観に着目しながら，生活科の意
義と課題を幼・保・小連携の観点から整理し
たこと（『地域協働』），③実習に関するハン
ドブックの作成をまとめた実践報告の作成
（『愛知江南短期大学紀要』），である。 

まず，①に関しては，わが国のカリキュラ
ム・リーダーシップの特色を検討し，（ⅰ）
今日的なカリキュラム実践は，カリキュラム
に関する教師や関係者による問題解決過程
としての性格が色濃い，（ⅱ）問題解決に必
要とされる知恵(wisdom)は，リーダーシップ
によって創出される，（ⅲ）カリキュラム・
リーダーシップは，創造的・民主的・管理的
側面を統合し，それによって教師たちの「語
り」と「探究」がいっそう充実する方向に機
能すべきである，ということを明らかにした。 

また②に関しては，生活科は幼・保・小連
携を図る上で今日においてその重要性と可
能性を増していること，その一方で，子ども
に対する教師の関わり方については，幼・
保・小で共通する原理として「共感」や「ケ
ア」が指摘されているにも関わらず，その原
理的検討が不十分であることが課題となっ

ていることを明らかにした。 
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